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令和６年12月に、「高知市地域内連携協議会全体交流会～おらんくの自慢大会again～」に参加しまし

た。一宮東連携協議会では、オリンピアンの清岡幸太郎選手が一宮東小学校出身のため、応援横断幕・寄

せ書き・パブリックビューイング・金メダル祝勝横断幕・帰国凱旋訪問など地域をあげて応援し、みんな

がつながり一宮東がひとつになったと報告がありました。また、潮江東小学校区地域内連携協議会では、

地区内の各団体がバラバラに行っていた行事を組み合わせて、区民防災運動会やクリーン大作戦＆水鉄砲

大会を催し、参加者も担い手も増えたと報告がありました。一方、我が地域の神田小学校は710人の高知

市で3番目に多い生徒たちが元気いっぱい通っています。「いざ」という時だけでなく、日ごろから子ど

もたちを見守り、高齢者を支え若者が活躍する神田地域となりたいと願っています。

（代表 島村 准子）

令和６年７月21日(日)に第２回“おもちゃバザールで遊ぼう”を開催しました。参加者は子ども53人と

その保護者、スタッフの総勢約100人。子ども達は、最初に受付担当の松岡校長先生に迎えられて大喜

び！全員参加のじゃんけんラリーの後は、わなげやストラックアウトなど６種類のゲームと、おもちゃ

売り場へと散っていきました。手には景品やおもちゃの持ち帰り用に配布された新聞バックをしっかり

持って。 子ども達の楽しく遊ぶ姿に保護者も笑顔に。

参加者アンケートでは、「楽しかったのでまた来ます！」や「初めて参加しましたが、とても楽しい

時間でした！」などのお声をいただいています。協賛いただいた、こうち生活協同組合さん、企画から

当日運営までご協力いただいた地域の方々、大変ありがとうございました。

（事務局長 北川 規子）

「おもちゃバザールで遊ぼう♪」にぎやかに開催！

ごあいさつ
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たくさんの子供たちが
参加してくれました！！



令和６年11月から神田豊田地域にある「しばてんハウス神田」で高知市基準緩和型通所サービスB事業

が始まりました。

「しばてんハウス神田」は高知高齢協の事業所ですが、地域の憩いの場として子ども食堂や子育てサロン

などで活用されており、住民主体の取組としてB事業が始まりました。

この事業では、みなさんで楽しく過ごすことをコンセプトに、ざっくばらんな会話ができるような距離

感で、体操、レクリエーション、ちょっとした工作、もちろん麻雀卓もあるので、頭の体操もできます。

年齢制限もなく、子どもから高齢者、障がいのある方、要介護状態の方までお気

軽に利用できます。会場の利用料は無料です。

営業日時は、月・水・木（祝日休み）の11時～15時30分となっています。現

在は、健康マージャン（月・水）や俳句の会（第２木）などのプログラムがあり

ます。

興味のある方は、TEL 080-4934-3804（曽我）までお気軽にご連絡ください。

運営ボランティアも随時募集しています。

しばてんハウス神田で一緒に楽しみませんか？

楽しく防災を学ぼう～地震がきた！！そのときトイレはどうする？～

令和７年２月５日（水）、神田地区住民交流施設「あい」にて、

「こうち防災備えちょき隊（NPO法人日本防災士会高知）」から小

野久美子さんと渡辺智美さんをお迎えして学習会を開催しました。

当日は今季一番の寒気が到来し、開催を懸念しましたが、来場者は

一般33人、スタッフ５人の参加があり大盛況となりました。

講座は座学と実技の構成で、座学は、「南海トラフ地震とは？」・

神田地区の被害想定・耐震対策・備蓄・非常時の持ち出し品の確認等、

安全対策全般にわたる内容となっており、基礎的な確認ができたと思

います。

実技は災害時の洋式トイレの使い方を確認しました。ビニール袋や

凝固剤の使い方の実演があり、参加者からも好評の意見がたくさんあ

りました。

南海トラフ地震の発生が30年以内に80％と言われている時に、的を

得た学習会でした。

（世話人 麻岡 隆一）
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地域・企業・行政のみんなで「高神川さくら」周辺の草刈り・枝打ちをしました！

気温10℃以下の寒い令和７年２月８日（土）、「高神川さくら」周

辺において、神田コミュニティ・(株)ダイセイ・高知市地域コミュニ

ティ推進課が協働で桜のてんぐ巣病に侵されている木の枝切作業を主

にして、他に草刈りと桜の枝に巻き付いている葛の除去作業を行いま

した。

病部位の枝を次々と切り落とし、切り口には病が広がらない様に殺

菌剤を塗布しました。切り落とした枝は、細かく切断して梱包し、後

日、宇賀清掃工場で焼却しました。地域貢献事業の一環として(株)ダ

イセイの社員さんが大人数来てくれたおかげで手際よく作業が進み、

見違える様に景色が良くなりました。３月の桜の開花が楽しみです。

皆様も「高神川さくら」をぜひ観に来てください。

(会員 西本 啓三）



市社協だより～地域福祉コーディネーターのご紹介～

神田地区住民交流施設 「あい」だより
神田地区住民交流施設 「あい」だより

No. 教室名 開催日時 問合せ先

１ 健康体操 毎週火曜日 10時～11時
088-833-8201
（安岡さん）

２ いきいき百歳体操 毎週金曜日 10時～11時
088-805-0340
（あい）

３ いきいき百歳体操 青山教室 毎週水曜日 10時～11時
090-4335-5182
（村岡さん）

４ 童謡サークル「なかよし」 毎月第１土曜日 10時～11時30分 ※休止中
088-833-2455
（西上さん） 3

地域福祉コーディネーターとは？

「地域福祉コーディネーター」は、今ある福祉サービスでは対応

が難しい課題や、自分自身の悩みのほかに、家族の悩みなど複合す

る問題について共に考え、解決に向けて取り組む福祉の専門職です。

どこへ相談すればよいか分からない悩みごとや困りごとがありま

したら、まずご相談ください。

【問合せ先】高知市社会福祉協議会 地域協働課
TEL：088-823-9570

地域の困りごとの相談や、ボランティア活動
に興味がある方はぜひご連絡ください♪

鴨田地区担当の
髙山（たかやま）です！
よろしくお願いします♪

高知市鴨田地域包括支援センターは、鴨部・神田にお住まいの65歳以上の高齢者が、住み慣れた地

域で安心して暮らせるための介護・福祉・医療など様々な支援の相談窓口です。当センターには看護

師、社会福祉士、主任介護支援専門員、生活支援コーディネーター、介護支援専門員が在籍しており、

様々な相談に対応しています。ちょっとした疑問や困りごとの解決が一緒に出来たらと考えています。

地域で行われている集まりや行事にも顔を出させて頂くようにしていますので、お気軽にお声がけく

ださい。

高知市鴨田地域包括支援センター（神田・鴨部地区担当）

住所：高知市鴨部2丁目20番５号（土佐道路沿い）かもさぽ内
TEL：088-802-8668 FAX：088-802-5227
e-mail：support@kamodano-cl.jp

相談窓口

鴨田地域包括支援センターだより

住民主体の
「サロン活動」の支援

住民自身が住みたい地
域を考える

「話し合いの場」作り

福祉教育の推進
「ほおっちょけん学習」

困りごと相談の受け付けと
関係機関やボランティアへの

「繋ぎ支援」

令和５年度から、新たに「百歳体操 青山教室」が開設されています。下記教室に参加をご希望の方は、

各問合せ先までお願いします。

また、最近では、町内会活動でもご利用いただいています。

「あい」ご利用希望者は、 TEL 090-2783-7772（田中）までご連絡ください。



６年生のよさこいダンスから始まった神田バザールは、昨年

に引き続き、厳しい暑さでした。

しかし、６年生がその暑さを吹き飛ばすかのようなダンスを

披露し、さらに、神田バザールイメージソングとダンスを作っ

てくれたスーパーバンドが、特別に会場に来てくれて、みんな

と一緒になって歌とダンスで楽しむことができたので、みんな

で盛り上がることができたと思います。

PTA各部や各団体が用意した飲食・ゲーム・フリーマーケットコーナーには、たくさんの子や保護者、

地域の方が並ぶ盛況ぶりでした。スポーツ少年団のブースも賑わっており、今後子どもたちが参加する大

会への景気づけになったと思います。そんな中、社会福祉協議会のキャラクター「ほおっちょけん」も特

別ゲストで来てくれていましたよ。会えましたか？

神田バザールを準備してくださった方、当日会場の設置や販売手伝い等準備をしてくださった方、たく

さんの方々のご支援、ご協力で成り立っていることに改めて感謝を申し上げます。

神田小学校

神田小学校

学校だより

【発行/編集】 神田地区コミュニティ計画推進市民会議
【問合せ先】 高知市地域コミュニティ推進課

TEL：088-823-9080 / FAX ：088-824-9794 
E-mail：kc-102000@city.kochi.lg.jp 

神田小学校

西部中学校

われらの西部われらの西部

みんなで盛り上がった“神田バザール”今年は特別ゲストも！・・・令和６年９月７日（土）

「きてよかった!! みんなのみらいをひらく 西部中学校」

防災学習・避難訓練を実施 令和６年10月18日（金）
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神田っ子神田っ子仲間とともに次代を拓け

「５時間目に地震発生！！ その後、津波警報が発令」という想定で

訓練を行いました。

「地震・津波の非常事態に対応できるよう関心を持たせ、敏速かつ冷

静に避難し、各自が生命や身体を守る適切な行動がとれるようにする。

落ち着いて、生徒だけで避難ができるようになる。」ということを目標

にしました。やってみることで、みえてきた改善点を直ちに

改善していく確認を行いました。

また、３年生は、10月21日（月）に、起震車体験を行いま

した。地震災害に対する日頃の備えを充実させることを目的

に、起震車による揺れ体験を毎年実施しています。想像した

以上に激しい揺れの強さを体感しました。

地震災害への備えについて、今一度しっかりとご家庭でも

話していただけたらと思います。


